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■ あるコインを投げたとき，表が出る確率が p（0 < p < 1），裏が出る確率が 1− p である．このコインを

n 回投げたとき，表が出た回数を X とする．ここで，n は自然数とする．

(1) 表が k 回出る確率 P (X = k) を求めよ．

(2) 和
n∑

k=0

k P (X = k) を求めよ．

（解） (1) P (X = k) = nCk p
k (1− p)n−k である．(2) 変数変換 ℓ = k − 1 と二項定理より
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である．

1


